
福
津
市

F o r  y o u r
F u t u r e
F u k u t s u

福津の未来はあなたの未来。

市制 2 0 周年を迎えた福津市が

未来につなぎたい幸福のバトンー。

幸 福 の バ ト ン
20th

2025
福津市市制 20周年記念誌

発行／令和 7年 8月
〒811-3293 福岡県福津市中央１丁目１－１

https://www.city.fukutsu.lg.jp

人

も

自

然

も

未

来

に

つ

な

が

る

ま

ち

︑

福

津

︒

市
制

　
周
年
記
念
誌

20

　　福津市 20 周年
記念誌を音声で聞け
ます。音訳は「音読
ボランティアふくつ」
の皆さんです。
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幸 福 の バ ト ン

20th

平
成
17
年
１
月
24
日
、
旧
福
間
町
と
旧
津
屋
崎
町
が
合
併
し
、

「
福
津
市
」
が
誕
生
し
て
20
年
ー
。

地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
い
ち
早
く
地
域
力
・
市
民
力
、

そ
し
て
対
話
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
、

共
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
体
現
し
て
き
た
福
津
市
。

こ
の
20
年
の
飛
躍
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

福
津
市
を
支
え
て
き
た
多
く
の
福
津
市
民
の
想
い
と
絆
を
集
結
し
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
記
念
誌

福
津
市「
幸
福
の
バ
ト
ン
」を
制
作
し
ま
し
た
。

幸
福
や
多
く
の
人
が
集
ま
る
津（
港
、
場
所
）
　

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た「
福
津
市
」の
名
の
も
と
、

私
た
ち
が
目
指
す
幸
福
な
ま
ち
を
改
め
て
と
も
に
考
え
、

新
た
な
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
の
記
念
誌
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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表紙は、海岸で大きくジャンプする、当時中学 1 年生
の三次さん。市章のように、未来に向かって駆け抜
けていこうという強い意志と躍動感を表現しました。

p i ck  up

福津市は、福岡県の北部で福岡市と北九州市の中間に位置し、北東側は宗像市、南東側は
宮若市、南側は古賀市に隣接しており、西側は玄界灘に面しています。また、東部を山、
西部を海に囲まれ、特に海岸一帯と宮地嶽神社周辺の山林は、昭和 31 年に玄海国定公園
に指定され、風光明媚な自然景観を形成しています。福津市は交通の利便性が良いことから、
宮地嶽神社や津屋崎・福間海岸などを中心とした観光レクリエーションの場として、また、福岡・
北九州両政令市への通勤・通学の利便性を背景とした住宅地域として、さらには、新鮮な
食料品の生産供給地域としての広域的な役割を担っています。

福津市の概要北九州市

福岡市

FUKUTSU-CITY
福岡県 福津市

01 幸福のバトン _Fukutsu City 20th.



F u k u t s u  C i t y
 2 0 t h  A n n i v e r s a r y

市の名称「福津市」には「幸福
が集まる津（港、場所）」や「津 浦々々
まで幸福であるように」などの思い
が込められています。市の名称を
募集した際には、全国から 3,064
通（698 種類）が寄せられ「北
筑前市」「宮地岳市」「うみがめ市」
などのアイデア溢れる名称の中から
福津市が選ばれました。

誕生（合併）の背景

２
０
０
５
年
に
福
津
市
が
誕
生
し
て
20
年
。

市
民
と
と
も
に
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ
福
津
市
の
20
年
の
時
を
刻
む

第
一
次
ま
ち
づ
く
り
計
画

「
人
を
、
明
日
を
、

  

誇
る
ま
ち
。
福
津
。」

旧津屋崎庁舎は、市複合文化センター
「カメリアステージ」へ

SDGｓ未来都市に選定

福津市誕生

2005.1.24

福間・津屋崎町それぞれで
閉庁式を行い、１月 24 日
に福間・津屋崎庁舎で開
庁式を行いました。

「神宿る島」宗像・沖ノ島と
関連遺産群がユネスコ世界文化遺産登録

福間駅周辺インフラ整備

国道 3 号と市街地を結ぶ道路網の整備や、JR 福間駅の利
便性を活かした福津市の「核づくり」として、住宅地と事業
用地の整備を行いました。

56,502人
合併時の人口

「郷づくり」スタート　
「地域分権」のまちづくりを目指して
「郷」という字には「古里」という意味があります。そこで、み
んなの力で温かな「古里」をつくろうという願いを込めて「郷」
を「さと」と読み、地域づくりのことを「郷づくり」と名付けました。

持続可能な開発目標（SDGｓ）達成に向けて
戦略的に取り組む自治体として選定され「市民
共働で推進する幸せのまちづくり」をテーマに
取り組みを進めています。

69,280人
現在の人口▶まもなく 7万人！

新原・奴山古墳群を含む「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連
遺産群が世界文化遺産に登録されました。諮問機関である
イコモスが５月に出した厳しい勧告から一転、逆転での全資
産一括登録に市民や関係者は歓喜の渦に包まれました。

人口増加率全国6位令和2年国勢調査

令和２年の国勢調査にて、福津市は人口増加
率全国６位となり注目を集めました。

福岡版 1位
住み続けたい街ランキング（2023）

不動産会社による街の住みここちランキングで
高く評価されました。

第
二
次
ま
ち
づ
く
り
計
画

「
人
も
自
然
も

  

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
、
福
津
」

2007.5

2019.7

2017.7

2004～2014

豊村酒造旧醸造場施設が
国の重要文化財に指定

九州大学や市民との共創によって制作し
た「子育てサービスマップ」「子育て支援
ガイドブック」「子育て支援アプリ」が市
民に分かりやすい行政サービスを構築し
たとしてグッドデザイン賞を受賞しました。

2024.1

まちおこしセンター
津屋崎千軒なごみ開館

児童センター FUCSTA
（フクスタ）開館

福
津
市
の

　年
20

20
12

年に
イオンモール福津開

業

2020. グッド
デザイン賞受賞

旧玉乃井旅館が国の登録有形文化財に登録

一時5万5千人台まで減少したものの、その後は
年々増加していきました。

2025.3

■

■
福
津
市
誕
生
／
津
屋
崎
古
墳
群
が
国
指
定
史
跡

に
登
録
さ
れ
る
／
福
津
市
魚
セ
ン
タ
ー
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

■

■
「
津
屋
崎
千
軒
通
り
藍
の
家
一
帯
」
が
第
18
回
福

岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
賞
優
秀
賞
を
受
賞
／
福
津
市
観
光
協
会

が
発
足
／
福
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
で
本
格
的
な
造
成
工
事

に
着
手
／
福
津
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
／
の
び
の
び

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

■

■
西
鉄
宮
地
岳
線
の
一
部
（
新
宮
〜
津
屋
崎
）
が

廃
線
と
な
る
／
「
郷
づ
く
り
」
活
動
が
始
ま
る
／
津
屋
崎
千
軒
民

俗
館
藍
の
家
の
主
屋
と
井
戸
屋
形
が
市
内
で
初
め
て
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録

■

■
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
が
運
行
開
始
／
九
州
実
業
団

対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
（
現
在
の
プ
リ
ン
セ
ス
駅
伝
）
が
福
津

と
宗
像
で
開
催

■

■
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が
国
内
の
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
追
加
記
載
さ
れ
る
／
福
津
市
ま
ち
お
こ
し

セ
ン
タ
ー
「
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
」
が
開
館
／
福
津
ブ
ラ
ン
ド
「
福

津
の
極
み
」
が
商
標
登
録
さ
れ
る

■

■
福
津
・
宗
像
市
の
上
水
道
事
業
を
宗
像
地
区
事

務
組
合
に
統
合
／
市
道
「
四
角
両
谷
線
」・「
西
郷
新
橋
」
が
開
通

■

■
J
R
福
間
駅
の
自
由
通
路
が
開
通
／
福
津
市
行

政
・
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ふ
っ
く
る
」
が
開
館
／
ふ
く
つ

の
鯛
茶
づ
け
フ
ェ
ア
が
始
ま
る

■

■
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
津
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
／

福
津
暮
ら
し
の
旅
が
始
動

■

■
福
津
市
児
童
セ
ン
タ
ー
F
U
C
S
T
A
が
開
館
／

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
10
周
年

■

■
福
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
。
日
蒔
野

地
区
誕
生
／
津
屋
崎
祇
園
山
笠
が
発
足
３
０
０
年
、
復
活
40
周
年
を

迎
え
る
／
宮
地
浜
に
夕
陽
風
景
時
計
が
設
置
さ
れ
る
／
畦
町
に
世
界

一
小
さ
な
蚕
博
物
館
が
完
成

■

■
市
制
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
／
市
の
木
を

「
松
」、
市
の
花
を
「
あ
ん
ず
の
花
」「
菜
の
花
」
に
決
定
／
人
口
が

６
万
人
に
到
達
／
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
が

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
に
決
定

■

■
市
役
所
を
福
間
庁
舎
に
統
合
／
津
屋
崎
行
政
セ
ン

タ
ー
が
開
所
／
宮
地
嶽
神
社
「
光
の
道
」
が
注
目
さ
れ
る

■

■
津
屋
崎
庁
舎
を
改
装
し
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
が
開

館
／
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
が
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る

■

■
あ
ん
ず
の
里
市
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
／
県
道
飯
塚
福

間
線
　
見
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
／
地
域
商
社
「
福
津
い
い
ざ
い
」
を
設

立
／
古
賀
市
と
共
同
で
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ル
ー
マ
ニ
ア

柔
道
チ
ー
ム
事
前
キ
ャ
ン
プ
基
本
合
意
書
に
調
印

■

■
お
魚
セ
ン
タ
ー
う
み
が
め
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
／

S
D
G
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
る

■

■
福
津
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「You’

re m
y 

hom
e

」
が
完
成
／
来
店
客
が
激
減
す
る
市
内
の
飲
食
店
を
「
＃
福

津
エ
ー
ル
飯
」
で
応
援
／
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
こ
ど
も
の
国
」
を

導
入

■

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
る
／
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
／
ふ
く
つ
古
墳
馬
車
の
運
行

終
了

■

■
藍
の
家
が
築
1
2
0
年
／
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
／
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
20
周
年
／

福
津
市
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
を
開
設
／
福
津
市
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

■

■
福
津
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
始
動
／
男
女

共
同
参
画
都
市
宣
言
20
周
年

■

■
豊
村
酒
造
旧
醸
造
場
施
設
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
／
津
屋
崎
祇
園
山
笠
復
活
50
周
年

■

■
福
津
市
が
市
制
20
周
年
を
迎
え
る
／
旧
玉
乃
井
旅

館
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

0203 幸福のバトン _Fukutsu City 20th.



　
　「藍
の
家
」
保
存

　
　を
め
ぐ
る
歴
史

　「
津
屋
崎
千
軒
」
は
、
明
治
時
代
、
塩
田

と
海
上
交
易
に
よ
っ
て
繁
栄
し
た
津
屋
崎
の
様

子
を
「
人
家
が
千
軒
も
あ
る
ほ
ど
に
繁
栄
し

て
い
る
ま
ち
だ
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
街
並

み
で
し
た
が
、
塩
田
の
廃
止
と
と
も
に
衰
退
。

豊
村
酒
造
と
上
妻
邸
（
現
在
の
藍
の
家
）
は
、

当
時
の
面
影
を
し
の
ば
せ
る
貴
重
な
存
在
で
し

た
が
、
と
う
と
う
上
妻
邸
に
解
体
の
話
が
持

ち
上
が
り
ま
す
。そ
の
流
れ
に
抗
い
立
ち
上
が
っ

た
の
が
住
民
団
体
「
津
屋
崎
町
街
並
み
保
存

協
議
会
（
以
降
、
保
存
会
）」。
津
屋
崎
人
形

師
の
原
田
活
男
さ
ん
が
初
代
会
長
、
柴
田
治

さ
ん
が
事
務
局
長
と
し
て
「
保
存
が
実
現
で

き
る
か
ど
う
か
は
自
分
た
ち
の
強
い
意
志
と
そ

れ
を
示
す
行
動
だ
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、

何
と
か
し
て
津
屋
崎
の
豊
富
な
資
源
、
自
然
、

歴
史
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
残
そ
う
と
専
門

家
も
交
え
た
学
習
会
を
ス
タ
ー
ト
。
保
存
・

活
用
を
徹
底
的
に
話
し
合
い
、
保
存
会
の
会

員
一
人
一
人
が
知
恵
を
持
ち
寄
って
街
並
み
保

存
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
、
津
屋
崎
町
へ
の
陳

情
書
や
請
願
書
の
提
出
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

や
が
て
そ
の
熱
意
は
大
き
な
地
域
の
渦
と
な
り
、

社
会
現
象
を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。
活
動
は
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
町
内
外

か
ら
の
反
響
や
共
感
も
味
方
に
、
平
成
６
年
、

津
屋
崎
町
か
ら
上
妻
邸
の
保
存
が
承
認
さ
れ
、

そ
の
４
年
後
に
は
全
運
営
費
を
町
が
負
担
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
地
域
の
未
来
を

想
う
人
の
情
熱
と
使
命
感
が
町
を
も
動
か
し

た
歴
史
的
な
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

「
藍
の
家
」
保
存
を
め
ぐ
る

地
元
住
民
の
奮
闘
と

津
屋
崎
千
軒
へ
の
想
い
を
未
来
へ

F u k u t s u  C i t y
 2 0 t h  A n n i v e r s a r y

1901 年（明治 34年）

1992 年（平成 ４ 年）

1993 年（平成 ５ 年）
1994 年（平成 ６ 年）

2002 年（平成 14 年） 

2007 年（平成 19 年）

2008 年（平成 20 年）

2022 年（令和 ４ 年）

2024 年（令和 ６ 年）
2025 年（令和 ７ 年）

・約 200 年前に創業した旧染物屋（紺屋）の上
妻家の住居として、現在の藍の家が建てられる

・建築後 90 年余り経過し、老朽化したことから
取り壊されることに。しかし、その歴史的価値
の高さと街並み保存のため保存活動が始まる

・津屋崎町街並み保存協議会結成
・「津屋崎千軒民俗資料館藍の家」に名称決定
・旧津屋崎町と街並み保存協議会が、藍の家保
存・管理に関する協定書に調印

・「街並み保存協議会」が「藍の家運営協議会」
に名称変更

・建物が津屋崎町に寄贈される
・「藍の家運営協議会」と「津屋崎千軒いきいき
夢の会」が統合。藍の家の運営は「藍の家部会」
の活動となる

・主屋と庭園の井戸屋形が国の登録有形文化財
として文化財登録原簿に登録される
・国の有形文化財登録記念コンサート「趙国良胡
弓（こきゅう）の夕べ」を開催

・NPO 法人津屋崎千軒いきいき夢の会から「藍
の家保存会」が事業を引き継ぐ

・藍の家の土地を市が取得。藍の家保存会が市
と連携し、国登録有形文化財藍の家の保存と地
域交流を深める活動に務める

・津屋崎千軒民俗館  藍の家百二十周年記念イベ
ント開催

・豊村酒造旧醸造場施設が国重要文化財に
・旧玉乃井旅館が国登録有形文化財に

　「藍の家」の保存活動は、住民の輪
が広がり、行政をも動かす社会現象と
なって成し遂げられましたが、そこに至
るもっと以前から津屋崎の自然と史跡を
残そうと奮闘した、今は亡き多くのかた
がたの生き様を無くしては語れません。
原点であろう「暮らしを考える会」の
魂が今の津屋崎の未来を切り拓いたと
思っています。「藍の家」の活動は私に
とって人生そのもの。そこに紡がれた先
人たちの感性や想いが一緒に受け継が
れることを願っています。

　「藍の家」は、多くのボランティアが、
できることを持ち寄り、人の力で紡がれ
ています。思い出深いのは藍の家の百
二十周年祭。多くのかたにこの藍の家
の活動の重要性を発信していただき、
改めて残すべき人の想いが詰まった素
晴らしい家であったと実感することがで
きました。まちの核は歴史に色濃く残っ
ています。このまちで愛されて育ち、そ
して誇りある歴史とともに生きることが
できれば、子どもたちの未来は大きく変
わると確信しています。

　
　津
屋
崎
千
軒
の

　
　価
値
を
未
来
へ

　
そ
の
後
、
原
田
さ
ん
、
柴
田
さ
ん
の
相
次
ぐ

逝
去
に
よ
っ
て
、
大
き
な
舵
取
り
を
失
っ
て
い

た
保
存
会
に
再
び
光
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
柴

田
さ
ん
の
妻
、
富
美
子
さ
ん
で
し
た
。「
藍
の

家
を
文
化
財
に
す
る
ん
だ
」
と
い
う
治
さ
ん
の

意
志
を
継
い
で
自
ら
学
び
申
請
書
を
国
に
提

出
。
平
成
19
年
、
藍
の
家
の
主
屋
と
井
戸
屋

形
が
福
津
市
第
１
号
の
国
登
録
有
形
文
化
財

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
「
藍
の
家

保
存
会
」
と
改
名
し
、
保
存
協
議
会
発
足
当

時
か
ら
活
動
し
て
き
た
女
性
を
中
心
に
津
屋

崎
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４

年
に
は
藍
の
家
の
百
二
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
令
和
６
年
に
は
、

と
も
に
津
屋
崎
千
軒
の
街
並
み
を
守
り
続
け

て
き
た
豊
村
酒
造
が
国
重
要
文
化
財
へ
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
津
屋
崎
千
軒
は
、
先
人
た
ち

の
生
き
様
と
と
も
に
、
今
な
お
そ
の
価
値
を

私
た
ち
に
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。国重要文化財

「豊村酒造旧醸造場施設」
有形文化財（建造物）の重
要文化財指定は福津市にお
いて初めてのことです。

国有形文化財登録式典の登録
プレート披露式（平成 20年）

藍の家の補習作業を行う原田活
男さんと奏信男さん

福津市の子どもたちに藍の家の
歴史と貴重さを伝えてきました

戸袋の使い方の実演は、誰もが
その構造と工夫に驚きました

節句人形展で集合写真を撮る保
存協議会役員（平成７年）

藍
の
家
保
存
会
初
代
代
表

柴
田
富
美
子
さ
ん

藍
の
家
保
存
会
代
表

古
閑
由
美
さ
ん

藍
の
家

柴田治さん

原田活男さん

保存協議会の原点となった第１
回学習会（平成５年）

「藍の家」を中心とした津屋崎千軒のあゆみ 福

津

を

率

い

た

ま

ち

お

こ

し
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50
年
近
く
市
内
で
米
・
麦
・
大
豆
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
耕
作
し
て
い
る
農
地
の
多
く
は
、
病
気
や
高

齢
で
農
業
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
た
か
ら
託
さ

れ
た
農
地
で
、
市
全
体
で
57
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
法

人
管
理
し
て
い
ま
す
。
福
津
市
で
も
農
家
が
年
々
減

少
し
て
い
て
、
分
散
し
て
い
る
土
地
を
集
積
し
て
農

地
の
有
効
活
用
を
図
る
よ
う
に
、
農
家
同
士
で
、
何

度
も
話
し
合
い
協
力
し
て
地
域
の
土
地
を
守
って
い
ま

す
。今
後
は
、30
〜
40
代
の
若
い
農
家
さ
ん
た
ち
に
も
、

関
わ
って
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。こ
こ
福
津
市
に
は
、

農
地
も
協
力
体
制
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
農
地
を

守
り
な
が
ら
、
農
地
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
新
し
い

農
業
形
態
を
つ
く
って
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

農 

業

漁 

業

福 

祉

子
育
て

◉福津市の子育て
令和 6年 4 月、こども家庭センターを開設。妊娠期から概ね 18 歳までの子どもとその家庭を対
象に、一人一人に寄り添ったつながりのある子育て支援を行っています。市公式ホームページや
市子育て支援アプリ「こどもの国」を用いた多彩な子育て情報の発信にも力を入れています。

◉福津市の農業
カリフラワーの栽培が盛んなほか、イチゴやキャベツ、米・麦・大豆の生産も盛んです。農業委員会、
普及指導センター、活性化機構、農業協同組合等と連携を図りながら、農業を担う人材の育成や
就農後の定着、経営展開、地域全体での農用地の確保・有効利用を図っています。

◉福津市の福祉
健康寿命の延伸、生活習慣病の早期発見、発症予防・重症化予防に向けた健診 ( 検診 ) 受診率の
向上、健康維持・増進のための生活習慣の改善に取り組むほか、乳幼児期から高齢期までライフ
ステージに応じた健康づくりを行っています。

◉福津市の漁業
福間・津屋崎に漁港を備えていて、福間漁港における船当たりのマダイの水揚げは県内有数です。
また、カキの養殖などの取り組みも進めていて、育てる漁業を視野に入れながら、所得の向上、
技術の継承、担い手の創出を進めています。

魅
力
あ
る
農
業
形
態
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

未
来
に
つ
な
が
る
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を

み
ん
な
に
会
え
て
元
気
を
も
ら
え
る
場
所
に

　
市
と
団
体
の
共
同
事
業
で
「
健
康
レ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
「
こ
れ
か
ら
は

こ
れ
だ
。
せ
っ
か
く
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
還
元
し
て

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
当
時
の
受
講
メ

ン
バ
ー
と
と
も
に
平
成
30
年
に
こ
の「
健
康
レ
ク
サ
ポ
ー

タ
ー
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
50

人
ほ
ど
。
毎
月
１
回
専
門
の
講
師
を
招
い
て
、
認
知

症
予
防
、
口
腔
機
能
の
向
上
な
ど
介
護
予
防
全
般
の

研
修
を
行
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
も
と
に
地
域
の
サ
ロ
ン

な
ど
に
出
向
い
て
活
動
を
行
って
い
ま
す
。地
域
の「
通

い
の
場
」
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
元
気
を
も

ら
え
る
場
所
で
す
。
定
期
的
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
は

と
て
も
大
切
で
す
。
元
気
と
笑
顔
を
渡
し
な
が
ら
、

私
も
元
気
を
も
ら
って
い
ま
す
。

　
漁
師
に
な
って
45
年
。
代
々
続
く
漁
師
家
系
だ
っ
た

の
で
幼
い
こ
ろ
か
ら
海
と
と
も
に
暮
ら
し
が
あ
り
ま
し

た
。
多
く
を
語
ら
な
い
父
で
し
た
が
、
高
校
を
卒
業

し
、
漁
師
を
継
ぐ
と
伝
え
た
と
き
は
喜
ん
で
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
津
屋
崎
は
通
年
で
魚
が
獲
れ
、
冬
場

は
沖
に
出
て
、
春
は
水
イ
カ
、
夏
は
潜
水
な
ど
狙
う

獲
物
に
よ
って
漁
の
仕
方
も
船
も
変
わ
る
と
こ
ろ
が
特

徴
で
す
。
漁
師
間
で
仲
が
良
く
、
夏
場
の
藻
の
再
生

事
業
や
カ
キ
の
養
殖
事
業
な
ど
、
す
ぐ
に
協
力
し
合

え
る
同
じ
方
向
を
向
い
た
仲
間
ば
か
り
。
次
世
代
も

少
し
ず
つ
育
っ
て
い
ま
す
。
特
に
津
屋
崎
に
は
お
魚
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
魚
を
選
ぶ
お
客
さ
ん
と
直
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
励
み
に
な
り
う
れ
し
い
で
す

ね
。
旬
の
お
い
し
い
魚
を
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
。

同
じ
方
向
を
向
い
た
仲
間
と
と
も
に

私
た
ち
は
、
日
々
誰
か
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
ま
す

人
の
チ
カ
ラ
こ
そ
福
津
市
を
明
日
へ
率
い
て
い
き
ま
す

人
の
チ
カ
ラ

○にじいろ助産院 助産師　益永孝子さん

○健康レクサポーターの会　中島美和子さん

○農家　麻生正雄さん
interview

interview interview

interview　

福

津

を

率

い

た

ま

ち

お

こ

し

　
福
津
市
内
に
助
産
院
を
構
え
て
13
年
に
な
り
ま

す
。
助
産
師
と
し
て
、
産
後
ケ
ア
や
市
内
３
中
学
校

で
の
妊
娠
・
出
産
の
出
前
講
座
、
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し

た
ご
家
庭
を
訪
問
す
る
市
の
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」

な
ど
に
携
わ
って
い
ま
す
。
合
併
後
は
子
育
て
世
帯
の

増
加
が
続
き
、
多
い
と
き
は
月
に
50
件
以
上
訪
問
す

る
こ
と
も
。
核
家
族
化
が
進
み
、身
近
に
子
育
て
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
が
少
な
い
中
で
出
産
・
子
育
て
を
す
る
家
庭

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
誰
か
に
頼
り
、
頼
ら
れ
、

互
い
に
支
え
合
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
は
何
も「
特
別
な
こ
と
」で
は
な
く
、

今
も
昔
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
も
の
。
自

分
や
子
ど
も
の
持
て
る
力
を
信
じ
「
未
来
に
つ
な
が
る

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
」
で
あ
って
ほ
し
い
で
す
ね
。

○漁師　赤間幸明さん
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未来につなぐ幸福のバトン

Baton t o  t h e  fu tu r e

1

今
一
度
考
え
た
い

た
く
さ
ん
の
自
然
と
生
命
が

と
も
に
生
き
続
け
る
福
津
市
へ

ウ
ミ
ガ
メ
と

生
き
る
都
市

　
旧
津
屋
崎
町
で
は
、
う
み
が
め
が
産
卵
に

来
る
貴
重
な
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
民

が
親
し
み
を
持
っ
て
環
境
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
「
う
み
が
め
課
」
を
発
足
し
ま

し
た
。
合
併
後
も
福
津
市
で
は
、
環
境
全
般

に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」
は
、

毎
年
多
く
の
市
民
参
加
が
あ
る
代
表
的
な
取

り
組
み
で
す
。
ま
た
、
市
内
に
数
多
く
存
在

す
る
環
境
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
よ
っ

て
福
津
市
の
環
境
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

市
民
間
に
お
い
て
も
日
頃
か
ら
自
発
的
に
ゴ
ミ

拾
い
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
環
境
意
識
の

高
い
都
市
で
す
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
は
、

残
念
な
が
ら
近
年
産
卵
の
報
告
も
少
な
く
目

撃
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
負
傷
し
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
の
保
護
な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
海
岸
だ
け
で
な
く
、
福
津
市
は
干
潟

や
里
山
な
ど
守
る
べ
き
生
態
系
が
多
く
つ
な

が
っ
て
い
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
含
め
地
球
規
模

の
取
り
組
み
も
始
ま
って
い
ま
す
。

全
国
唯
一
の
「
う
み
が
め
課
」

を
有
す
る
福
津
市
の
環
境

　
子
ど
も
た
ち
が
環
境
を
考
え
る
き
っ
か
け
を

作
る
ベ
く
、
小
・
中
学
校
で
の
環
境
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
、
松
林
の
問
題
を
身

近
な
こ
と
と
し
て
積
極
的
に
質
問
が
あ
っ
た

り
、
中
学
校
で
は
、
漂
着
ゴ
ミ
や
稀
少
生
物

な
ど
に
つ
い
て
研
究
発
表
が
行
わ
れ
て
い
た
り
、

光
陵
高
校
の
生
徒
が
う
み
が
め
課
に
環
境
問

題
に
つ
い
て
尋
ね
に
来
た
り
と
活
発
で
す
。
中

で
も
、福
津
市
の
う
み
が
め
保
護
の
様
子
や「
ふ

く
つ
の
自
然
を
考
え
る
本
」
が
全
国
の
小
学
校

の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
誇
ら
し
い
出
来
事
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
生
活
の
一
部
と
し
て
環
境
を
考
え「
暮

ら
し
と
自
然
が
織
り
な
す
ま
ち
福
津
」
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

福
津
市
の
環
境
の
取
り
組
み
が

全
国
の
小
学
校
教
科
書
に
掲
載

福津市うみがめ課

福 津 市 の 貴 重 な 動 植 物

アカウミガメハマボウアマモクロツラヘラサギカブトガニハマガニ

豊かな自然や生態系を
100 年先の後世へ残そ
うと福津の自然環境につ
いて２年がかりで調査し
制作した「ふくつの自然
を考える本」。

「暮らしと自然が織りなす
まち “ふくつ” 」を基本
理念に、受け継がれて
きた豊かな環境を未来
へとつないでいきます。

23

4 4

　津屋崎干潟は、砂の多い場所や泥の多
い場所が混在していることで多くの生き物
が生息する全国的にも非常に貴重な干潟で
すが、漂着ゴミなどでハマボウの生育やカブ
トガニの産卵にも影響を与えるなど多くの危
機に直面しています。大切な地域遺産を後
世に引き継いでいくため、干潟みまもり隊で
は長きにわたり地域や市と協力して、清掃
活動や自然観察会、植物の生育保護に取り
組んできました。最近では、企業も環境意
識が高まり多くの協力があって大変助かっ
ています。地域のかた、若いかたも一緒に
干潟や松林の命を守ってほしいと願ってい
ます。

干
潟
み
ま
も
り
隊

寺
島
龍
海
さ
ん

全
国
唯
一
の

「
う
み
が
め
課
」
で

福
津
市
の
環
境
を

大
切
に
守
っ
て
い
ま
す

国
立
大
学
法
人
九
州
工
業
大
学

　伊
東
啓
太
郞
研
究
室 

花
田
有
里
絵

©️ fu tu r e

❶毎年市内全域で行う
　ラブアース・クリーンアップ
❷ふくつの自然を考える本を制作
❸「環境フォーラム」で環境について
考える機会を創出

❹地球にやさしいゴミ分別方法を構築

❶海岸清掃を行う「砂草を守る会」
❷カスミサンショウウオの研究を行う光陵高校
「うみがめクラブ」
❸上西郷川で子どもたちと生き物の観察をする
「上西郷川日本一の郷川をめざす会」
❹藻場のウニを駆除しブルーカーボンを創出す
る取り組みを行う漁師・宗像漁協津屋崎支
所・トヨタ自動車九州の皆さん 1 3

これまでの取組広がる環境活動

2 1

ふくつの自然を
考える本

PICK UP

福津市
環境基本計画

PICK UP
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Katsuura-area

Fukumaminami-area

Miyaji-area
Jingouhigashi-area

Fukuma-area

Jingou-area

Kamisaigou-area

勝浦

神興 神興東

上西郷
福間南

福間

宮司

Tsuyazaki-area
津屋崎

郷
づ
く
り

の
チ
カ
ラ

勝
浦
地
域
郷
づ
く
り

荻
原
哲
夫
さ
ん

勝浦地域 ［地域データ］地域人口：1,043 人
力を入れている取組：マル勝まつり／古墳群周辺の植栽

津屋崎地域は、自然豊かで歴史と文
化の薫る人情味あふれる地域です。
特に、子どもの見守りや夜間パトロー
ルなどに力を入れており、青少年の非
行や交通事故が減少し、また松林も
きれいに整備され、今では市民の憩
いの場となっています。これからは若
いかたの参加が鍵。若い力で地域が
より活性化されることを願っています。

安全で美しい環境を
ともに未来へ

津
屋
崎
地
域
郷
づ
く
り

楠
田
元
明
さ
ん

宮地嶽神社と宮地浜を結ぶ光の道を
中心として住宅街が広がる地域です。
特に尽力している「みやじ夏祭り」は
4,000人もの参加があり祭りとして定
着しています。単独自治会では難しい
事業も連携により活動を続けていま
す。価値観が多様化していく環境の中
で、郷づくりは持続可能な自治会活動
のコアになっていると感じています。

持続可能な自治会
活動のコア

福津市の人口の25％を抱え、規模拡大
が進む福間小・中学校を支える地域で
す。「白砂青松を後世に繋いでいこう！」
をスローガンに、特に松林保全活動に
取り組んでいます。最近では、家族や
事業者の参加も増え、確実に地域ぐる
みの輪が広がってきました。活動に関
心を持ち仲間入りする人も現れ、後継
者育成につながりつつあります。

広がるコミュニティと
地域ぐるみの輪

伝統ある地域、新しい住宅地、そし
てイオンを抱える最近の福津市発展
の縮図とも言える地域です。主に高
齢者の交流や子どもの安心安全、子
育てサロンなどの活動を行っていま
す。さまざまな行事を通して、高齢者
の健康維持と子育て世代の一体感を
醸成し、若い地域と伝統ある地域の
連帯感を生み出していると感じます。

若い地域と伝統ある
地域の連帯感

勝浦地域は、白砂清松の海岸線と低
く連なる山々に囲まれた農村地域で
す。勝浦小学校と連携した事業展開
で一体感を強めています。年末年始
のイルミネーションや古墳群周辺の花
の植栽などは、観光・帰省客にも喜
ばれ、勝浦地域の魅力発信に寄与し
ています。今後、より生活に根付いた
活動に育ってほしいと願っています。

校区で連携し
地域の魅力発信へ

農村地域と住宅地域で構成され、植樹
した大漁桜をはじめ桜に囲まれた癒し
の地域です。高齢化でイベントなどの
継続も困難になってきましたが、子ども
食堂や「あんずの里市」の協力で実
施している買い物出張支援などで地域
のつながりを支えています。今後も自
治会と協力しながら地域に刺激を与え
る役割を果たしていきたいと思います。

高齢化の課題を
つながりで支える

農村地域と住宅団地で構成され、北
部にJR東福間駅、中央部に高速バス
が走る交通利便性の良い地域です。
子育て・福祉など分野別に部会を立
ち上げ、訪問や座談会を通じて自治
会連携を深めています。郷づくりの活
動によって防災や文化・環境に重要
な地域コミュニティの維持や校区のま
とまりができつつあると感じます。

地域コミュニティの
維持につながる活動

上西郷地域は、西郷川を中心とした
美しい農村地域です。個性ある地域
が集まって力を集結しています。区域
が広いため、防災での助け合い、特に
「組」単位での一時避難に力を入れ
ています。高齢者同士の和が広がる
行事もできつつありますが、周知が足
りていません。地域にとって魅力ある
自治会・郷づくりが必要だと思います。

地域のつながりを
防災に活かして

津屋崎地域［地域データ］地域人口：8,635 人
力を入れている取組：子どもの見守り隊／松林の保全

宮
司
地
区
郷
づ
く
り

梅
野
邦
彦
さ
ん

宮司地域［地域データ］地域人口：8,408 人
力を入れている取組：みやじ夏祭り／みやじ餅つき大会

福
間
地
域
郷
づ
く
り

岡
田
和
憲
さ
ん

福間地域［地域データ］地域人口：18,070 人
力を入れている取組：海岸松林ウォークinふくま／クリーン大作戦

福
間
南
地
域
郷
づ
く
り

石
原
政
道
さ
ん

福間南地域［地域データ］地域人口：16,336 人
力を入れている取組：南しょっとフェスタ／グラウンド・ゴルフ大会

神
興
地
域
郷
づ
く
り

富
松
享
一
さ
ん

神興地域 ［地域データ］地域人口：6,554 人
力を入れている取組：竹灯まつり／神興KIZUNAらんち

神
興
東
地
域
郷
づ
く
り

木
下
重
幸
さ
ん

神興東地域 ［地域データ］地域人口：7,519 人
力を入れている取組：総合文化祭／郷づくりカフェ

上
西
郷
地
域
郷
づ
く
り

髙
木
文
明
さ
ん

上西郷地域 ［地域データ］地域人口：2,715 人
力を入れている取組：防災／ケアトランポリン

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
」

そ
の
地
域
力
が
生
み
出
し
た
福
津
市
の
「
郷
づ

く
り
」
は
、
地
域
の
課
題
を
地
域
の
実
情
に

即
し
た
方
法
で
効
果
的
に
解
決
し
て
い
こ
う
と

す
る
、
福
津
市
な
ら
で
は
の
強
固
な
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
組
織
で
す
。
主
に
子
ど
も
た
ち
の
生
活
圏

で
あ
る
小
学
校
区
を
中
心
と
し
た
８
地
域
ご

と
に
、
防
犯
・
防
災
、
福
祉
、
環
境
・
景
観
、

子
育
て
、
地
域
交
流
・ 

活
性
化
、
と
そ
れ
ぞ

れ
に
地
域
独
自
の
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

核
家
族
化
や
生
活
様
式
の
多
様
化
が
進
み
、

地
域
連
携
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
る
現
代
に

お
い
て
も
、
福
津
市
で
は
郷
づ
く
り
を
通
し
て

世
代
を
超
え
た
た
く
さ
ん
の
人
の
絆
が
生
ま
れ

続
け
て
い
ま
す
。
災
害
な
ど
の
有
事
に
お
い
て

も
こ
の
絆
が
一
人
一
人
の
命
を
も
つ
な
ぐ
希
望

の
光
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

人
と
地
域
の

絆
を
つ
く
る 「
郷
づ
く
り
」

人
の
つ
な
が
り

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
む

強
固
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

８つの郷づくり地域の住民自
らが、それぞれの実情に合
わせて取り組む施策をまとめ
た行動計画です。

誇
れ
る
明
日
は

自
分
た
ち
の
手
で
！

郷づくり計画

さ
と

Baton t o  t h e  fu tu r e

2
未来につなぐ幸福のバトン

PICK UP

勝浦平野豊村酒造

昔ながらの田植え体験教室

中学生も一緒に行う松林保全活動

南しょっとフェスタ

神興KIZUNAらんち

虹のかけ橋じんとう祭

西郷川で生き物観察

1011 幸福のバトン _Fukutsu City 20th.



郷育カレッジ
10 周年宣言書

一
生
の
学
び

郷
育
カ
レ
ッ
ジ

豊
か
な
人
生
は

も
っ
と
学
び
た
い

と
い
う
向
上
心
か
ら

未来につなぐ幸福のバトン

Baton t o  t h e  fu tu r e

3

郷育カレッジ運営委員
会は、開校からの 10
周年を記念してこれか
らの 10 年をさらに発
展、深化していくため
の取り組みについて、
平成 25 年 7 月に宣言
書としてまとめました。

3

2

1

郷育カレッジでは、学校とは違う人たちに
出会えます。折り紙など、大人の人に教え
てあげることもありますし「これをしなさい」
でも「全部やってくれる」でもないところや、
自分でやりたいことを見つけて、子どもだ
けでも参加できるところが良いなと思いま
す。たくさんの授業を受けてきましたが、
いつか藍染めに挑戦してみたいです。

郷
育
カ
レ
ッ
ジ
生

沖 

息
吹
さ
ん

郷育カレッジ受講生

2003
（第一期）

20252012

college voice

0

500

1,000

1,500

2,000

204

1,349

郷育カレッジが、23 年目を迎えた理
由を考えたときに、一つは毎年 100
人前後増加している新規カレッジ生の
「福津のことをもっと知りたい」という
好奇心に支えられてきたことが大きい
ですね。また、地域素材の掘り起こ
しにおいて実行委員の努力や事務局
の支えがあり、そして何より「地域の
ひと・もの・ことを掘り起こす」その
軸がブレなかったこと。これが最も重
要な要因であったと考えています。近
年では、インターネットを介した取り
組みや CS（コミュニティスクール）、
防災教育に力を入れていて、つなが
りを深めています。子どもたちにも人
生の先輩の知恵を伝えていく良いきっ
かけになればと思いますし、大人に
なっても「リカレント教育」といった学
びの振り返りというものがあります。私
自身も 40 代で、もう一度学び直した
いという転機がありました。自分の知っ
ていることを新しい観点から学び直す
こと、それがその後の生き方にも重
なっていきます。郷育カレッジは、福
津市独自の循環型の生涯学習という
表現をしていますが「福津市のことで
学ぶ」ということが大事なキーワードで
す。地域のことを地域の人が学び伝
えていくことに意義があります。それ
が、郷育カレッジが地域で育ててもら
える大きな礎になるはずです。

郷育カレッジ 学長

成清鉄男さん

日々の
郷育カレッジ
の取り組みは
こちらから

（Facebook）

（人） 2,291

PICK UP

PICK UP

も
っ
と
知
り
た
い

福
津
の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
！

❶九州大学アクアフィールド科学研究室の学生から教わる「玄界灘の生き物にふれてみよう」
❷市内の神社にある絵馬に込められた遠い祖先の思いを感じる「福津の絵馬を見てみよう」
❸宗像大社などを見学して古代の足跡を辿る「宗像の歴史めぐり（宗像大社編）」

こ
れ
か
ら
も
「
福
津
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
」を
応
援
し
ま
す

　
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
は
、
福
津
市
独
自
の
生
涯
学

習
シ
ス
テ
ム
で
、
地
域
の
ひ
と
・
も
の
・
こ
と

を
活
か
し
た
講
座
を
毎
年
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
校
以
来
、
ふ
る
さ
と
や
生
き
が
い
な
ど
の
分

野
で
学
び
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域

で
活
動
す
る
市
民
自
身
が
講
師
を
務
め
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
平
成
15
年
10
月

の
開
校
以
来
、
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
は
福
津
市
に
お

け
る
生
涯
学
習
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

と
も
に
学
び
合
う
循
環
型
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
生
は
年
々
増

加
し
、
2
0
2
5
年
度
で
２
２
９
１
人
に
な
る

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
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未来につなぐ幸福のバトン

Baton t o  t h e  fu tu r e
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第
41
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
「
新

原
・
奴
山
古
墳
群
を
含
む『
神
宿
る
島
』宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が
、
８
つ
の
推
薦
資

産
全
て
を
含
み
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
登
録
へ
向
け
た
活
動
は
15
年
。
沖
ノ
島
だ

け
で
な
く
、
そ
の
関
連
遺
産
群
ま
で
含
め
た

登
録
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
多
く
の
か
た
が
た

の
国
を
あ
げ
て
の
地
道
な
活
動
、
地
元
の
強
い

熱
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

新
原
・
奴
山
古
墳
群
の

新
た
な
価
値
を
未
来
へ

九州大学名誉教授
前  「津屋崎古墳群」整備指導委員長

西谷  正 先生

　
福
津
市
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、

学
校
の
郷
土
学
習
な
ど
に
お
い
て
、

わ
が
ま
ち
の
世
界
遺
産
を
知
り
、
現

地
で
親
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
び
楽
し
む
こ
と
が
大
事
で
す
。「
新

原
・
奴
山
古
墳
群
」
を
専
門
家
や
一

部
の
愛
好
家
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
、

福
津
市
全
体
で
ふ
る
さ
と
を
知
っ
た

上
で
大
切
に
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
一

時
の
盛
り
上
が
り
で
終
わ
る
こ
と
な

く
、
想
い
が
継
続
さ
れ
て
次
の
世
代

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち

福
津
市
の
役
割

Hi s t o r y

福
津
市
に
残
る

貴
重
な
文
化
財
か
ら

福
津
の
長
い

歴
史
を
知
る

授
業
で
初
め
て
古
墳
を
見
て

大
き
く
て
驚
き
ま
し
た
。

自
分
の
市
に
世
界
遺
産
が
あ
っ
て

歴
史
が
あ
る
ま
ち
な
ん
だ
な
と

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

「神宿る島」宗像・沖ノ島と
関連遺産群の構成資産として

世界遺産登録

い
さ
ば
会

有
吉
敏
高
さ
ん

世界遺産登録となった日の喜びを忘れ
ることはできません。この地を郷土の
誇りとして、我 は々ずっと先の年代まで
美しく守っていく使命があります。偉大
な歴史の価値を無駄にせず 1500 年
もの間守り継いできた地元の人たちの
想いを全国に発信していきたいですね。

世界に誇る 福津の歴史
この壮大

な歴史の
価値を

活かせる
か！？

世界遺産楽習帳

新
原
・
奴
山
古
墳
群
の

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

　
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議
）
の
現
地
調
査
に
お
い
て
、
沖
ノ

島
は
「
古
代
祭
祀
の
考
古
記
録
を

保
存
す
る
類
ま
れ
な
宝
庫
で
あ
る
」

と
い
う
表
現
で
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
」
は
、古
事
記
・

日
本
書
紀
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
沖

ノ
島
で
古
代
祭
祀
を
実
際
に
執
り

行
っ
た
「
宗
像
君
」（
現
在
で
い
う
福

津
市
と
宗
像
市
を
合
わ
せ
て
統
括
し

て
い
た
長
）
の
存
在
を
裏
付
け
る
遺

跡
と
し
て
大
変
貴
重
な
価
値
を
有
し

て
い
ま
す
。
当
時
、
玄
界
灘
を
船
で

往
来
し
て
い
た
日
本
の
航
海
と
外
交

の
無
事
を
祈
っ
て
、
行
く
の
も
困
難

な
沖
ノ
島
で
祀
り
を
捧
げ
た
古
代
祭

祀
の
実
態
を
通
じ
て
、
東
ア
ジ
ア
の

国
際
交
流
の
様
子
ま
で
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
世
界
的
に
稀
に
見
る
遺

産
で
あ
り
、
そ
れ
を
立
証
す
る
関
連

遺
産
群
を
含
め
て一つ
の
世
界
遺
産
が

成
り
立
って
い
ま
す
。

ま
つ

ま
れ

1

3

4

2

指定登録文化財

PICK UP

PICK UP

世界遺産登録へのあゆみ
■平成 17(2005) 年 3 月
新原・奴山古墳群を含む津屋崎古墳
群が国指定史跡となる
■平成 20(2008) 年 3 月
『国指定史跡 津屋崎古墳群 整備基本
構想』(市計画 )
■平成 21(2009) 年 1 月
ユネスコ世界遺産暫定リストに記載
される
■平成 28(2016) 年 1 月
日本政府がユネスコ世界遺産セン
ターへ登録推薦書を提出
■平成 28(2016) 年 3 月
『国指定史跡 津屋崎古墳群 整備基本
計画に関する再検討 - 新原・奴山古
墳群の整備計画 -』( 市計画 )
■平成 29(2017) 年 7 月
第 41回世界遺産委員会（ポーラン
ド・クラクフ）にて世界遺産登録が
決定

❶恋の浦海岸
❷在自西ノ後　墨書磁器
❸赤御堂板碑
❹波折神社の銀杏

小学校で世界遺産を学ぶ

佐藤錬介さん
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津屋崎祇園山笠の歴史
江戸時代から300 年以上続く津屋崎祇
園山笠。昔は前を走る山が遅いと後
ろの山がぶつかり「喧嘩山」といわ
れていたほどです。時代に合わせて
代替わりしながら、ずっとまちを盛り
上げていってほしいと願っています。

　
津
屋
崎
祇
園
山
笠
は
、
約
３

０
０
年
ほ
ど
前
に
博
多
祇
園
山

笠
の
櫛
田
神
社
か
ら
波
折
神
社

に
神
様
を
迎
え
、
疫
病
や
災
害
退
散
を
祈
願

し
て
山
笠
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
戦
後
、
舁
き
手
不
足
と
な
り
、

昭
和
30
年
代
に
一
時
中
断
し
た
山
笠
は
、
そ

の
後
昭
和
50
年
に
復
活
し
、
令
和
６
年
の
復

活
50
年
祭
は
、
よ
り
一
層
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。「
北
流
」「
新
町
流
」「
岡
流
」

の
３
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
山
笠
期
間
中
は
舁
き

手
の
家
族
、
地
域
が
一
丸
と
な
り
山
笠
の
成

功
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

筑
前
津
屋
崎
人
形
巧
房

原
田
誠
さ
ん

私自身も小さなころは山笠に参加してい
ました。おぼろげに昔から山笠の人形
も手伝っていたのを覚えています。人形
も時代とともに変化があり、戦いよりも
駆除や退治という意味合いが増えてきま
した。伝統芸能もそうですが、文化を
残していくには後継者が必要。子どもの
ころから山に触れてほしいですね。

元々は山笠「保存会」でしたが、これ
からは保存だけでなく振興を図って津屋
崎だけでなく福津市全体に知ってもらお
うと名前を変更することになりました。ま
ずは子どもたちにしっかり浸透させること
が大事。今は忙しい世代であっても、
一度舁いた経験があれば、きっとまた山
を舁きたいと思える日が来ると思います。

復活 50 周年という記念すべき節目にこ
の時代でしか出会えなかった仲間ととも
に山を舁けたことを大変うれしく誇りに
思っています。山を舁くのは男たちです
が、舁き手の奥様がたが裏方を支え、 
人形師さんや地域のたくさんのかたの
力で舁かれていることを次の未来へ大
事に引き継いでいきたいと感じます。

記
念
す
べ
き
復
活
50
年
祭

津
屋
崎
祇
園
山
笠
振
興
会
会
長

花
田
実
さ
ん

若
頭

松
田
晋
介
さ
ん

未来につなぐ幸福のバトン

Baton t o  t h e  fu tu r e

5
３
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
誇
り
に

時
を
超
え
て
つ
な
ぎ
た
い

熱
気
と
歓
声
に
包
ま
れ
る
津
屋
崎
祇
園
山
笠

掛け声とともに一気に山が動
き、清い水、勢い水、力水
をかぶりながら３つの山が勇
ましく駆け抜けます。

津
屋
崎
祇
園
山
笠

「
オ
イ
サ
ッ
」
「
オ
イ
サ
ッ
」

三
流
れ
が
駆
け
抜
け
る

福
津
の
熱
い
夏

けんか

か

50 周年記念動画

P
I
C
K 

U
P

歴
史
の
語
り
手

深
田
政
武
さ
ん
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勇気を持って
一歩踏み出してほしい！

飲食業／谷口誠さん

　中学生の皆さんの中には、質問した
いけどできなかった子もいたと思います。
自分も昔、そんな感じでした。福津の
仕事人の授業は、今まで経験したこと
を自分なりに伝えることができ、初心に
戻ることができました。飲食業の仕事は、
自分が考えた料理を提供でき、その場
でお客様の反応が見えるところがやりが
いですし、福津市は玄界灘でとれるお
いしい魚や食材があり僕は大好きです。
若いうちは、不安な気持ちに悩むことが
あるかもしれませんが、まずは一歩踏み
込んでほしいですね。勇気を持とう！

福津市商工会青年部が毎年市内の中学校で「仕事」を
テーマに授業を行う「福津の仕事人」。コミュニケーショ
ンや体験を通して、福津市で働く子どもたちの育成に挑
戦しています。

わ
た
し
た
ち
が

つ
な
ぐ
バ
ト
ン

M e s s a g e

福津の仕事人からのメッセージ

福津市商工会青年部の挑戦

　
新
し
い
価
値
観
が
生
ま
れ
続
け
る
現
代
、

答
え
の
な
い
時
代
を
生
き
る
特
に
中
学
生
世

代
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
は
、
漠
然
と
し
た
将

来
へ
の
不
安
や
悩
み
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
暮
ら
す
地
域

と
の
関
わ
り
や
つ
な
が
り
の
中
に
生
き
る
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
、
前
向
き
に
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
福
津
市
商
工
会
青
年
部

が
立
ち
上
げ
た
の
が「
福
津
の
仕
事
人
」で
す
。

大
人
た
ち
の
情
熱
と
挑
戦
が

生
き
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に

メ
ン
バ
ー
が
学
校
に
出
向
き
、
自
身
の
仕
事
や

働
く
こ
と
に
つい
て
教
壇
で
想
い
を
伝
え
て
い
ま

す
。
福
津
の
中
学
生
は
、こ
の
授
業
を
通
し
て
、

好
き
な
こ
と
に
情
熱
を
注
ぎ
志
を
持
って
挑
戦

す
る
大
人
と
出
会
い
、
未
来
の
自
分
を
少
し

だ
け
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
活
動
は

10
年
に
及
び
、
こ
の
授
業
を
経
験
し
た
一
期

生
た
ち
が
、
間
も
な
く
社
会
人
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
引
き
継
ぎ
、

新
米
仕
事
人
と
し
て
教
壇
に
立
つ
姿
が
見
ら
れ

る
の
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福津の仕事人

福

津

市

で

大

人

に

な

る

君

た

ち

へ

今すぐやりたいことを
絞らなくたっていい！

大工／池尾拓さん

　福津の仕事人は、自分の仕事の魅
力を再確認する良い機会となっていま
す。仕事について話すことで得た気づ
きは、自社の新入社員教育にも役立っ
ています。私は特別なきっかけはなかっ
たものの、自然と今の職に就きたいと思
うようになりました。なので生徒には「今
すぐやりたいことを絞らなくていい」と伝
えています。よく「夢を持て」と言われ
ると思いますが、焦る必要はなく、進学
などを通じて自分の人生の可能性を広
げることが大切です。世の中の多様な
仕事に興味を持ってもらいたいですね。

挑戦しないことが失敗
失敗することも一つの経験！

設備・小売業／梅本継大さん

　福津の仕事人を通して教壇に立ち、
子どもたちに伝える経験は商工会青年
部ならではの貴重なものです。人前で
話をすることはステップアップや向上心
につながりとても良い経験となっていま
す。私自身は、創業 70 年の３代目とし
て何気なくスタートしましたが、現在は
営業から施工まで全ての工程でお客様
と関わることができ、やりがいを感じて
います。若い人たちには、興味を持っ
たことに対して失敗を恐れずに挑戦して
ほしいと伝えています。挑戦しないことが
失敗であり失敗も一つの経験となります。

福津市の子どもたちの
出会いやきっかけになるように！

革製品製造業／小川弘記さん

　この活動は、地元の子どもたちにきっ
かけを提供することを目的としています。
私自身福津市出身で、子どものときに出
会った古着屋が今の仕事につながりま
した。子どもたちにもそのような出会いが
あればと願っています。やりがいを感じ
る瞬間は、自分が作った革製品が愛用
されているのを見るときで、作り手として
の喜びを感じます。若い人たちには、
挑戦することの大切さを伝えたいです
ね。興味を深めるには、まず一歩踏み
出すこと。福津市の豊かな自然環境の
中で夢を育めたことに感謝しています。

やった後悔よりも
やらない後悔がないように！

     自動車販売・修理業／櫻井将太さん

　福津の仕事人は、一人でも多くの生
徒に「仕事とは何か」を語る大切な時
間だと思います。私は父の紹介で現在
の職に就き、当初はそんなに好きでは
ありませんでしたが、現在は独立して、
お客様の喜んでいただける声に何より
やりがいを感じています。いずれは皆、
就職すると思います。それが地元であれ
県外であれ思いっきり働いてほしいで
す。そして一人でも多くの生徒に、我々
青年部が伝えた言葉を思い出してほし
いです。やった後悔より、やらない後
悔だけはしてほしくないと僕は思います。

F u k u t s u  C i t y
 2 0 t h  A n n i v e r s a r y
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ひかりのみちDMO
公式ホームページ

ひ
か
り
の
み
ち
D
M
O
福
津

観
光
で
地
域
の
価
値
を
高
め
る
役
割

　ひかりのみち DMO 福津は、新
たな視点で福津市の観光を地域総
体産業とすることを目指して設立し、
２０２３年に正式に DMO 法人として
観光庁に登録されました。この福津
市の観光が持つものは何か。やはり
自然を通して、美しさとともに人の心
に訴えかけるものが重要で、それが
ブランディングだと考えました。それ
まで切ってはならないと言われてい
た宮地嶽神社の木 を々美しく整えた
ところ、階段の一番上から相島、
その向こうに沈む夕日までが大きくひ
らけ「光の道」は美しい夕日のスポッ
トとして瞬く間に全国に名を馳せ年
間約600万人が訪れるようになりまし
た。これからは、周遊観光が鍵です。
門前町を賑わう場所として開拓する
ことで、各観光地への波及に必ず
つながると考えています。それを津
屋崎千軒や福津の海岸エリアまで
つなげていきたい。福津市の魅力を
集結させ、ここに住む人たちがいい
まちだと誇りに思えるまちにしていく、
DMO の代表として最も大事な役割
だと考えています。

interview
ひかりのみち DMO 福津

浄見譲さん

キッカケラボ
公式ホームページ

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ

想
い
を
つ
な
ぐ
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り

　キッカケラボは開館から3 年。私
たち“コネクター”は、人と人、や
りたいことと地域をつなぐ存在です。
立ち上げ前から、地域で活動する
皆さんのヒアリングを開始し、その
数は 300 件を超えました。その積
み重ねが私たちの土台になってい
ます。ボランティアやまちづくり、地
域を学ぶ講座、SDGsやウェルビー
イングを考える勉強会など、これま
で福津で活躍している市民活動を
さらに後押しする取り組みを実践
し、登録団体は当初の 3 倍以上
（89 団体）になりました。また、地
域と関わりたい人たちに「きっかけ」
を作りたいと始めた「BA-School」
は、定員超えが続く人気企画に。
3 期を終え、市内で活動を始めた
卒業生もいます。さらに、参加型
のコミュニティ「ふくつプレイヤーズ」
では、福津の魅力を伝える商品開
発や放置竹林問題を考えながらの
筍ほり大会などを開催。市民の皆
さんの「やってみたい」を形にする
こと。その一歩を後押しすることが、
私たちコネクターの役割です。

interview
キッカケラボ

コネクターの
皆さん

福
津
い
い
ざ
い

福
津
産
品
の
流
通
促
進
の
裏
側

　福津いいざいの取り組みを始め
て6年になりますが、漁師さんや農
家さんたちの収益を上げる取り組み
として、お魚センターの運営や商品
化、全国発信など、やっと貢献が
できてきたと実感しています。ここに
至るまでには、地元の漁師さんや
農家さんとの関係性、信頼関係を
築いていくことに大変苦労をした時
期がありました。収益を上げるため
に考えていること、一緒にやってい
きたいことを一人一人に何度も説明
しながら、同時に事業者や飲食店
には地元食材を活用してほしいこと
を伝え回りました。とにかく直接出
向いて人に会い、可能性に向かっ
て動き続けました。やっと築きあげ
た信頼はそれに尽きると思います。
福津の新鮮でおいしい魚や野菜を
どう伝えていくか。地元の漁師さん
や農家さんとのさまざまな会話が商
品開発に活かされています。これ
からも私たちが販売のプロとして、
大切な食材を適正な価格で販売し
ていくことで信頼と循環が守られて
いくと確信しています。

interview
福津いいざい

森田誠さん

福津いいざい
公式ホームページ

▶人が集うさまざまな
　キッカケづくりを展開

▶地元事業者とともに
　鯛茶づけのブランド化

▶福津市の新鮮な特産を
　全国へ発信

F u k u t s u  C i t y
 2 0 t h  A n n i v e r s a r y

ま
ち
づ
く
り
奮

闘

記

福津いいざい
漁師や農家の所得向上を目指し、地元の特産品が市場で流
通する取り組みを推進しています。福津産品を PR するイベ
ントを開催し、地域の魅力を発信。地元経済の活性化と持
続可能な農漁業の発展に寄与しています。

ひかりのみちDMO福津
地域の観光資源を掘り起こし、持続可能な観光振興を目指
す組織です。地域の魅力を PR するため、地元事業者とコ
ンテンツの企画を行い、旅行会社や各種メディアと連携して、
観光客の誘致の先にある地域経済へのアプローチに取り組
んでいます。

キッカケラボ
「福津で何かやってみたい！」という想いを持った市民・事
業者などが集まりアイデアを共有・実現するキッカケづくり
の場です。「つながる力」を活かした人起点の地域活性化
を目指し、参加者同士の交流も促進しています。まちづくりの秘訣

楽しみの中にちょっと誰かのためにをプラスしよう！
まちづくりの秘訣
自分のまちをどれだけ愛するまちにできるか！

まちづくりの秘訣
人と直接会って可能性へ向かって動き続けること！

わ
た
し
た
ち
が

つ
な
ぐ
バ
ト
ン

福津市には多くのまちづくり団体があり、地域のため福
津市のために勢力的な活動を行っています。たくさん
の人たちの幸せのために奮闘した記録と伝えたい想い
がここにあります。

福津市まちづくりへの想い

奮闘記

たけのこ

ま  

ち

まちづくり団体
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福 津 市 の 未 来 を つ な ぐ 若 者 ト ー ク セ ッ シ ョ ン

ふ く つ な ぎ
若 者 た ち が 等 身 大 で 語 り 合 う

福 津 市 の 今 と 未 来

福津市の未来をつなぐ若者トークセッション

私
た
ち
の
住
む

福
津
市
の
リ
ア
ル

テ
ー
マ
１

夢と希望を
ミライに
つなぐ

メンバー
紹介

Talk session

２
０
２
５
年
１
月
、
市
役
所
に
集
ま
っ
て
く

れ
た
の
は
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

う
中
高
生
。
福
津
市
の
若
者
た
ち
が
何
を

考
え
、
ど
の
よ
う
に
奮
闘
し
、
未
来
を
捉

え
て
い
る
か
、
そ
の
素
顔
に
迫
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
は

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ

貴
島
道
拓
さ
ん

﹇
貴
島
さ
ん
﹈最
初
に
皆
さ
ん
に
聞
き
た
い
の
が
、

福
津
市
に
住
む
日
常
の
中
で
感
じ
る
、
こ
こ
が

良
い
と
こ
ろ
だ
な
、
も
う
少
し
こ
う
だ
っ
た
ら

な
と
い
う
実
感
の
と
こ
ろ
。
素
直
な
皆
さ
ん
の

思
い
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
観
光
客
が
と
て
も
増
え
た
と

感
じ
ま
す
。
宮
地
嶽
神
社
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

先
日
は
津
屋
崎
の
鯛
茶
づ
け
が
食
べ
た
い
と
道

を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
宮
地
嶽
神
社
の
近
く
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
こ
ろ
も
海
外
や
他
県
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
来
て
い
る
と
実
感
し
て
い

て
、
賑
わ
っ
て
い
る
、
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
す
ご
く
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
う
ん
う
ん
。
知
っ
て
も
ら
え
て
う

れ
し
い
な
あ
と
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
す
ご
く
福
津
市
が
好
き
な

ん
で
す
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
て

自
分
が
一
番
好
き
だ
と
感
じ
る
の
は
地
域
の
つ

な
が
り
や
人
が
す
ご
く
温
か
い
な
っ
て
こ
と
で

す
。
最
近
親
戚
が
東
京
か
ら
福
津
に
帰
っ
て
来

た
際
、
小
学
生
に
挨
拶
を
さ
れ
て
、
戸
惑
っ
た

﹇
西
田
さ
ん
﹈
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
か
、
バ
ス
事
情

が
気
に
な
り
ま
す
。
観
光
客
に
と
っ
て
も
で
す

が
、
市
内
で
も
少
し
離
れ
た
地
域
に
住
ん
で
い

る
祖
母
の
家
に
行
こ
う
と
し
て
も
バ
ス
が
１
時

間
に
１
〜
２
本
し
か
な
く
、
車
で
な
い
と
、
な

か
な
か
自
力
で
は
行
け
ま
せ
ん
。
福
津
市
に
は
、

神
社
や
世
界
遺
産
を
見
に
行
き
た
い
と
思
う
人

も
多
い
と
思
う
の
で
、
も
う
少
し
交
通
が
発
展

し
て
く
れ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
確
か
に
、
バ
ス
は
水
産
高
校
の

前
で
大
勢
の
人
が
乗
っ
て
、
さ
ら
に
宮
地
嶽
神

社
前
で
大
勢
の
人
が
乗
っ
て
、
も
の
す
ご
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
福
間
駅
か
ら
宮
地
嶽
神
社
方
面

へ
、
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
歩
く
観
光
客
を
見
る

と
、
私
も
バ
ス
の
便
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
と
感

じ
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
て
い
ま
す
ね
。
他
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
僕
が
思
う
こ
と
は
、
福
津
市

自
体
は
も
の
す
ご
く
都
会
で
も
田
舎
で
も
な
く

真
ん
中
あ
た
り
に
感
じ
ま
す
。
大
き
な
病
院
へ

行
く
に
し
て
も
、
買
い
物
す
る
に
し
て
も
、
少

し
車
を
走
ら
せ
た
ら
北
九
州
市
と
福
岡
市
と
い

う
大
都
市
ど
ち
ら
に
も
す
ぐ
に
行
け
て
住
み
や

け
れ
ど
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
て
、

普
段
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
温
か
い
地
域
だ
な
、
う

れ
し
い
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
確
か
に
、
僕
も
最
初
び
っ
く
り

し
ま
し
た
ね
。「
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
か
」
っ
て
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
人
に
も
よ
く
話
か
け
て
も
ら
い
ま
す
よ
ね
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
僕
も
よ
く
「
ど
こ
に
い
く
の
」

な
ど
話
し
か
け
ら
れ
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
知
り
合
い
で
は
な
く
て
も
、
顔
見

知
り
ぐ
ら
い
の
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
ね
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
す
ご
く
高
い
で
す
よ
ね
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
福
間
小
学
校
で
は
、
校
長
先
生

自
ら
朝
早
く
か
ら
校
門
に
立
っ
て
、
挨
拶
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
小
・
中
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

の
お
か
げ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
日

常
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
自
分
た
ち
で
は
気
付
け
な
い
こ

と
で
も
福
津
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
周
り
の
人
が

感
じ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
実
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
併
せ
て
も
っ
と
こ

う
だ
っ
た
ら
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
私
は
、
環
境
保
全
活
動
の
参
加

者
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
で
、
１
０
０
年
後
に
森
林
が
全
部
な

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
保
全
活
動
の
参

加
者
は
高
齢
者
ば
か
り
で
若
者
の
参
加
は
と
て

も
少
な
い
で
す
。
こ
ん
な
に
家
が
建
っ
て
子
ど
も

が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
若
い
人
が
興
味
を
持
っ
て

い
な
い
の
は
問
題
で
す
。
上
西
郷
や
津
屋
崎
に

も
松
林
が
あ
り
ま
す
が
管
理
し
き
れ
て
い
な
い

状
況
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま
し
た

が
、
改
め
て
話
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
都
市
化
と
い
う
の
も
と
て
も
良
い

と
思
う
の
で
す
が
、
農
業
な
ど
第
一
次
産
業
も

大
事
だ
と
思
う
し
、
こ
れ
か
ら
逆
に
需
要
が
高

ま
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
の
で
せ
っ
か
く
の
福

津
市
の
良
い
環
境
を
活
か
し
て
、
一
緒
に
進
め
て

立
ち
、
イ
オ
ン
が
で
き
、
人
口
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
建
物
が
建
て
ら
れ
な
い
土
地
は
誰
も

買
わ
な
い
の
で
、
上
西
郷
も
都
市
化
し
て
活
気

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
都
市
化
し
た
上
西
郷
は
具
体
的

に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
企
業
が
た
く
さ
ん
来
て
ほ
し
い

と
い
う
よ
り
、
外
で
働
い
て
、
帰
っ
て
く
る
場
所

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
住
ん
で
み
る
と

住
み
よ
く
、人
も
需
要
も
増
え
て
活
気
が
集
ま
っ

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈こ
の
辺
り
も
イ
オ
ン
が
で
き
る
前
、

20
年
前
は
田
ん
ぼ
で
し
た
か
ら
決
し
て
夢
で
は

な
い
で
す
ね
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
こ
れ
ま
で
、
日
常
の
生
活
か
ら
福

津
市
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
福
津
市
の

20
周
年
の
節
目
に
あ
た
っ
て
、
次
の
20
年
を
見

据
え
た
と
き
、
こ
ん
な
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
福
津
市
に
は
、
意
外
と
子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
所
が
少
な
い
で
す
。
公
園
も

古
か
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
を
自
由
に
使
え
な
い
制
限

の
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
未
来
は
、
子
ど
も
だ
け
で
も

集
え
る
施
設
や
居
場
所
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
津
屋
崎

に
は
、
津
屋
崎
千
軒
と
い
う
古
い
街
並
み
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
宮
地
嶽
神
社
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
奥
に
あ
る
良
さ
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
し
、
大
事
に
残
し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
も

増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
、
進
学
す
る
に
も
就
職
す

る
に
も
、
多
く
の
人
が
一
度
福
津
市
を
出
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
ま
た
、
帰
り
た
い
と

思
え
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
ど
ん
な
ま
ち
だ
っ
た
ら
帰
っ
て
来

た
い
と
思
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
帰
っ
て
来
た
い
と
思
う
と
思

い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
と
思
え
る
か
ら
。

そ
う
い
う
人
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

す
い
の
で
と
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
福
津
は
農
業
も
そ
う
で
す
が
、
魚
が
有

名
。
特
に
鯛
は
漁
獲
量
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
関
ア
ジ
、
関
サ
バ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
化

を
し
て
、
福
津
の
鯛
と
し
て
付
加
価
値
が
つ
け

ば
高
く
売
れ
て
お
金
が
入
る
。
財
政
と
し
て
市

に
お
金
が
入
れ
ば
、
先
ほ
ど
か
ら
話
に
出
て
い

る
イ
ン
フ
ラ
、
バ
ス
な
ど
に
も
出
資
で
き
る
、
さ

ら
に
人
が
増
え
て
も
っ
と
住
み
や
す
く
な
る
と

い
う
循
環
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
い
ろ
い
ろ
と
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

ブ
ラ
ン
ド
化
と
言
え
ば
、
博
多
屋
さ
ん
の
活
動

に
「
ア
イ
ゴ
」
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
は
い
。
ア
イ
ゴ
は
、
津
屋
崎

漁
港
で
オ
キ
ア
ミ
な
ど
で
釣
り
を
す
る
と
一
緒

に
釣
れ
る
魚
な
の
で
す
が
、
使
え
な
い
し
売
れ

な
い
の
で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
一
度
刺

身
を
食
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
も
の
す
ご
く
お
い

し
か
っ
た
の
で
、
も
っ
た
い
な
い
。
何
と
か
お
い

し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
方
法
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
商
品
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
ブ
ラ
ン
ド
化
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

捨
て
て
い
る
も
の
に
光
を
当
て
る
の
も
そ
う
で
す

ね
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
何
か

感
じ
た
こ
と
、
付
け
足
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
観
光
客
が
多
い
こ
と
に
対
し
て
な

の
で
す
が
、
も
っ
と
こ
う
だ
っ
た
ら
と
思
う
こ
と

と
し
て
、
来
て
く
れ
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し

い
の
で
す
が
、
特
に
宮
地
嶽
神
社
の
祭
り
の
後

な
ど
ゴ
ミ
の
量
が
す
ご
く
て
、
何
と
か
な
ら
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
広
ま
っ
て
い
な
い

で
す
が
、
福
津
市
で
は
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
写
真

を
撮
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
て
イ
オ
ン
な
ど
で

使
え
る
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
み
ん
な

で
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
せ
っ

か
く
良
い
取
り
組
み
が
あ
っ
て
も
知
ら
な
い
人

が
多
い
と
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。
知
っ
て
も
ら

う
っ
て
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
日
常
生
活
の
中
で
、
皆
さ
ん
が

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
視

点
、
気
付
き
が
た
く
さ
ん
出
た
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
と
ど
う
い
う

と
こ
ろ
で
感
じ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
福
津
市
は
、
変
わ
っ
て
い
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
変
わ
ら
な
い
良
さ

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
が
懐
か
し
く
な
っ
て

帰
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
こ
の
ま
ち
の
良
さ
は
き
っ
と
離
れ

て
分
か
る
日
が
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
ぶ
っ
飛
ん
だ
こ
と
を
言
い
ま
す

が
、
僕
は
上
西
郷
を
都
市
化
し
た
い
で
す
。

﹇
一
同
﹈
お
お
〜
っ
！

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
福
間
駅
の
東
口
付
近
も
昔
は

田
ん
ぼ
だ
っ
た
の
を
都
市
化
し
た
こ
と
で
家
が

い
け
る
と
良
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
一
方
向
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
方

向
か
ら
福
津
市
が
新
し
く
生
み
出
さ
れ
て
い
く

と
良
い
で
す
ね
。
描
い
た
未
来
に
近
づ
く
た
め

に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
最
後
に
自
分

に
落
と
し
込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
私
は
、
今
自
分
が
や
っ
て
い
る

こ
と
、
経
験
を
後
輩
や
下
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中

学
生
に
も
分
か
る
よ
う
に
大
切
な
こ
と
を
伝
え

て
い
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
参

加
し
て
み
た
か
ら
こ
そ
、
分
か
っ
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
や
人
の
温
か
さ
が
ま

さ
に
そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
見
識
を

増
や
し
な
が
ら
も
、
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
参

加
し
て
く
れ
る
人
を
一
人
で
も
増
や
し
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
伝
え
る
と
い
う
話
が
出
て
い
ま

す
が
、
福
間
東
中
で
は
ま
だ
世
代
間
で
伝
え
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
て
な
い
ん
で
す
。
今
年
、
自

分
の
代
な
の
で
新
し
い
開
拓
を
し
て
、
後
に
残

せ
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
何
で
も
や
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
歴
史
や
環
境
な
ど
大
切
な
こ
と

を
伝
え
る
の
は
ど
う
し
て
も
高
齢
者
が
多
い
の

で
、
も
っ
と
若
い
人
た
ち
も
参
加
で
き
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
て
自
分
た
ち
の
世
代
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
今
日
話
し
た
未
来
に
近
づ
く
と

思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。「
ま
ち
づ
く
り
」

と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
つ
な
が
っ
て

「
ま
ち
を
想
う
こ
と
」
を
一
緒
に
や
っ
て
い
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

博多屋柚葉さん（高３）
Yuzuha-Hakataya
水産高校３年生。課題魚を解決
するコンテストで「アイゴ」の
商品開発が全国１位を獲得。

西田明香里さん（高２）
Akari-Nishida
津屋崎中学校時代に中学生のボ
ランティア委員会を設立。高校
生になっても地域でのボラン
ティア活動を楽しんでいる。

岩熊心良さん（高１）
Miro-Iwakuma
小学４年生から地域貢献の活動
をはじめ、小学６年生で立ちあ
がったCS委員会の初代委員長。

田井中昊樹さん　（中２）
Hiroki-Tainaka
令和７年１月から福間東中学校
生徒会長に就任。キッカケラボ
を通じて地域農家の課題解決に
奮闘。

（掲載学年はトークセッション開催時）
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福津市の未来をつなぐ若者トークセッション

20
年
後
の
福
津
市
は

ど
ん
な
ま
ち
？

テ
ー
マ
２

Talk session

﹇
貴
島
さ
ん
﹈最
初
に
皆
さ
ん
に
聞
き
た
い
の
が
、

福
津
市
に
住
む
日
常
の
中
で
感
じ
る
、
こ
こ
が

良
い
と
こ
ろ
だ
な
、
も
う
少
し
こ
う
だ
っ
た
ら

な
と
い
う
実
感
の
と
こ
ろ
。
素
直
な
皆
さ
ん
の

思
い
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
観
光
客
が
と
て
も
増
え
た
と

感
じ
ま
す
。
宮
地
嶽
神
社
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

先
日
は
津
屋
崎
の
鯛
茶
づ
け
が
食
べ
た
い
と
道

を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
宮
地
嶽
神
社
の
近
く
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
こ
ろ
も
海
外
や
他
県
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
来
て
い
る
と
実
感
し
て
い

て
、
賑
わ
っ
て
い
る
、
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
す
ご
く
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
う
ん
う
ん
。
知
っ
て
も
ら
え
て
う

れ
し
い
な
あ
と
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
す
ご
く
福
津
市
が
好
き
な

ん
で
す
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
て

自
分
が
一
番
好
き
だ
と
感
じ
る
の
は
地
域
の
つ

な
が
り
や
人
が
す
ご
く
温
か
い
な
っ
て
こ
と
で

す
。
最
近
親
戚
が
東
京
か
ら
福
津
に
帰
っ
て
来

た
際
、
小
学
生
に
挨
拶
を
さ
れ
て
、
戸
惑
っ
た

﹇
西
田
さ
ん
﹈
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
か
、
バ
ス
事
情

が
気
に
な
り
ま
す
。
観
光
客
に
と
っ
て
も
で
す

が
、
市
内
で
も
少
し
離
れ
た
地
域
に
住
ん
で
い

る
祖
母
の
家
に
行
こ
う
と
し
て
も
バ
ス
が
１
時

間
に
１
〜
２
本
し
か
な
く
、
車
で
な
い
と
、
な

か
な
か
自
力
で
は
行
け
ま
せ
ん
。
福
津
市
に
は
、

神
社
や
世
界
遺
産
を
見
に
行
き
た
い
と
思
う
人

も
多
い
と
思
う
の
で
、
も
う
少
し
交
通
が
発
展

し
て
く
れ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
確
か
に
、
バ
ス
は
水
産
高
校
の

前
で
大
勢
の
人
が
乗
っ
て
、
さ
ら
に
宮
地
嶽
神

社
前
で
大
勢
の
人
が
乗
っ
て
、
も
の
す
ご
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
福
間
駅
か
ら
宮
地
嶽
神
社
方
面

へ
、
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
歩
く
観
光
客
を
見
る

と
、
私
も
バ
ス
の
便
を
増
や
し
て
ほ
し
い
な
と
感

じ
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
て
い
ま
す
ね
。
他
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
僕
が
思
う
こ
と
は
、
福
津
市

自
体
は
も
の
す
ご
く
都
会
で
も
田
舎
で
も
な
く

真
ん
中
あ
た
り
に
感
じ
ま
す
。
大
き
な
病
院
へ

行
く
に
し
て
も
、
買
い
物
す
る
に
し
て
も
、
少

し
車
を
走
ら
せ
た
ら
北
九
州
市
と
福
岡
市
と
い

う
大
都
市
ど
ち
ら
に
も
す
ぐ
に
行
け
て
住
み
や

け
れ
ど
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
て
、

普
段
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
温
か
い
地
域
だ
な
、
う

れ
し
い
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
確
か
に
、
僕
も
最
初
び
っ
く
り

し
ま
し
た
ね
。「
挨
拶
し
て
く
れ
る
の
か
」
っ
て
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
人
に
も
よ
く
話
か
け
て
も
ら
い
ま
す
よ
ね
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
僕
も
よ
く
「
ど
こ
に
い
く
の
」

な
ど
話
し
か
け
ら
れ
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
知
り
合
い
で
は
な
く
て
も
、
顔
見

知
り
ぐ
ら
い
の
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
ね
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
す
ご
く
高
い
で
す
よ
ね
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
福
間
小
学
校
で
は
、
校
長
先
生

自
ら
朝
早
く
か
ら
校
門
に
立
っ
て
、
挨
拶
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
小
・
中
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

の
お
か
げ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
日

常
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
自
分
た
ち
で
は
気
付
け
な
い
こ

と
で
も
福
津
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
周
り
の
人
が

感
じ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
実
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
併
せ
て
も
っ
と
こ

う
だ
っ
た
ら
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
私
は
、
環
境
保
全
活
動
の
参
加

者
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
で
、
１
０
０
年
後
に
森
林
が
全
部
な

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
保
全
活
動
の
参

加
者
は
高
齢
者
ば
か
り
で
若
者
の
参
加
は
と
て

も
少
な
い
で
す
。
こ
ん
な
に
家
が
建
っ
て
子
ど
も

が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
若
い
人
が
興
味
を
持
っ
て

い
な
い
の
は
問
題
で
す
。
上
西
郷
や
津
屋
崎
に

も
松
林
が
あ
り
ま
す
が
管
理
し
き
れ
て
い
な
い

状
況
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま
し
た

が
、
改
め
て
話
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
都
市
化
と
い
う
の
も
と
て
も
良
い

と
思
う
の
で
す
が
、
農
業
な
ど
第
一
次
産
業
も

大
事
だ
と
思
う
し
、
こ
れ
か
ら
逆
に
需
要
が
高

ま
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
の
で
せ
っ
か
く
の
福

津
市
の
良
い
環
境
を
活
か
し
て
、
一
緒
に
進
め
て

立
ち
、
イ
オ
ン
が
で
き
、
人
口
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
建
物
が
建
て
ら
れ
な
い
土
地
は
誰
も

買
わ
な
い
の
で
、
上
西
郷
も
都
市
化
し
て
活
気

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
都
市
化
し
た
上
西
郷
は
具
体
的

に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
企
業
が
た
く
さ
ん
来
て
ほ
し
い

と
い
う
よ
り
、
外
で
働
い
て
、
帰
っ
て
く
る
場
所

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
住
ん
で
み
る
と

住
み
よ
く
、人
も
需
要
も
増
え
て
活
気
が
集
ま
っ

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈こ
の
辺
り
も
イ
オ
ン
が
で
き
る
前
、

20
年
前
は
田
ん
ぼ
で
し
た
か
ら
決
し
て
夢
で
は

な
い
で
す
ね
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
こ
れ
ま
で
、
日
常
の
生
活
か
ら
福

津
市
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
福
津
市
の

20
周
年
の
節
目
に
あ
た
っ
て
、
次
の
20
年
を
見

据
え
た
と
き
、
こ
ん
な
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
福
津
市
に
は
、
意
外
と
子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
所
が
少
な
い
で
す
。
公
園
も

古
か
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
を
自
由
に
使
え
な
い
制
限

の
あ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
未
来
は
、
子
ど
も
だ
け
で
も

集
え
る
施
設
や
居
場
所
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
津
屋
崎

に
は
、
津
屋
崎
千
軒
と
い
う
古
い
街
並
み
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
宮
地
嶽
神
社
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
奥
に
あ
る
良
さ
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
し
、
大
事
に
残
し
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
も

増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
、
進
学
す
る
に
も
就
職
す

る
に
も
、
多
く
の
人
が
一
度
福
津
市
を
出
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
ま
た
、
帰
り
た
い
と

思
え
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
ど
ん
な
ま
ち
だ
っ
た
ら
帰
っ
て
来

た
い
と
思
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
帰
っ
て
来
た
い
と
思
う
と
思

い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
と
思
え
る
か
ら
。

そ
う
い
う
人
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

す
い
の
で
と
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
福
津
は
農
業
も
そ
う
で
す
が
、
魚
が
有

名
。
特
に
鯛
は
漁
獲
量
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
関
ア
ジ
、
関
サ
バ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
化

を
し
て
、
福
津
の
鯛
と
し
て
付
加
価
値
が
つ
け

ば
高
く
売
れ
て
お
金
が
入
る
。
財
政
と
し
て
市

に
お
金
が
入
れ
ば
、
先
ほ
ど
か
ら
話
に
出
て
い

る
イ
ン
フ
ラ
、
バ
ス
な
ど
に
も
出
資
で
き
る
、
さ

ら
に
人
が
増
え
て
も
っ
と
住
み
や
す
く
な
る
と

い
う
循
環
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
い
ろ
い
ろ
と
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

ブ
ラ
ン
ド
化
と
言
え
ば
、
博
多
屋
さ
ん
の
活
動

に
「
ア
イ
ゴ
」
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
は
い
。
ア
イ
ゴ
は
、
津
屋
崎

漁
港
で
オ
キ
ア
ミ
な
ど
で
釣
り
を
す
る
と
一
緒

に
釣
れ
る
魚
な
の
で
す
が
、
使
え
な
い
し
売
れ

な
い
の
で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
一
度
刺

身
を
食
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
も
の
す
ご
く
お
い

し
か
っ
た
の
で
、
も
っ
た
い
な
い
。
何
と
か
お
い

し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
方
法
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
商
品
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
ブ
ラ
ン
ド
化
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

捨
て
て
い
る
も
の
に
光
を
当
て
る
の
も
そ
う
で
す

ね
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
何
か

感
じ
た
こ
と
、
付
け
足
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
観
光
客
が
多
い
こ
と
に
対
し
て
な

の
で
す
が
、
も
っ
と
こ
う
だ
っ
た
ら
と
思
う
こ
と

と
し
て
、
来
て
く
れ
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し

い
の
で
す
が
、
特
に
宮
地
嶽
神
社
の
祭
り
の
後

な
ど
ゴ
ミ
の
量
が
す
ご
く
て
、
何
と
か
な
ら
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
広
ま
っ
て
い
な
い

で
す
が
、
福
津
市
で
は
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
写
真

を
撮
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
て
イ
オ
ン
な
ど
で

使
え
る
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
み
ん
な

で
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
せ
っ

か
く
良
い
取
り
組
み
が
あ
っ
て
も
知
ら
な
い
人

が
多
い
と
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。
知
っ
て
も
ら

う
っ
て
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
日
常
生
活
の
中
で
、
皆
さ
ん
が

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
視

点
、
気
付
き
が
た
く
さ
ん
出
た
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
こ
の
ま
ち
が
好
き
だ
と
ど
う
い
う

と
こ
ろ
で
感
じ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
福
津
市
は
、
変
わ
っ
て
い
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
変
わ
ら
な
い
良
さ

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
が
懐
か
し
く
な
っ
て

帰
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
こ
の
ま
ち
の
良
さ
は
き
っ
と
離
れ

て
分
か
る
日
が
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
ぶ
っ
飛
ん
だ
こ
と
を
言
い
ま
す

が
、
僕
は
上
西
郷
を
都
市
化
し
た
い
で
す
。

﹇
一
同
﹈
お
お
〜
っ
！

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
福
間
駅
の
東
口
付
近
も
昔
は

田
ん
ぼ
だ
っ
た
の
を
都
市
化
し
た
こ
と
で
家
が

い
け
る
と
良
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
一
方
向
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
方

向
か
ら
福
津
市
が
新
し
く
生
み
出
さ
れ
て
い
く

と
良
い
で
す
ね
。
描
い
た
未
来
に
近
づ
く
た
め

に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
最
後
に
自
分

に
落
と
し
込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

﹇
博
多
屋
さ
ん
﹈
私
は
、
今
自
分
が
や
っ
て
い
る

こ
と
、
経
験
を
後
輩
や
下
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中

学
生
に
も
分
か
る
よ
う
に
大
切
な
こ
と
を
伝
え

て
い
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
西
田
さ
ん
﹈
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
参

加
し
て
み
た
か
ら
こ
そ
、
分
か
っ
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
や
人
の
温
か
さ
が
ま

さ
に
そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
見
識
を

増
や
し
な
が
ら
も
、
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
参

加
し
て
く
れ
る
人
を
一
人
で
も
増
や
し
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
田
井
中
さ
ん
﹈
伝
え
る
と
い
う
話
が
出
て
い
ま

す
が
、
福
間
東
中
で
は
ま
だ
世
代
間
で
伝
え
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
て
な
い
ん
で
す
。
今
年
、
自

分
の
代
な
の
で
新
し
い
開
拓
を
し
て
、
後
に
残

せ
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
何
で
も
や
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
岩
熊
さ
ん
﹈
歴
史
や
環
境
な
ど
大
切
な
こ
と

を
伝
え
る
の
は
ど
う
し
て
も
高
齢
者
が
多
い
の

で
、
も
っ
と
若
い
人
た
ち
も
参
加
で
き
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
て
自
分
た
ち
の
世
代
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
貴
島
さ
ん
﹈
今
日
話
し
た
未
来
に
近
づ
く
と

思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。「
ま
ち
づ
く
り
」

と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
つ
な
が
っ
て

「
ま
ち
を
想
う
こ
と
」
を
一
緒
に
や
っ
て
い
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夢と希望を
ミライに
つなぐ
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自
然
・
景
観

宮地嶽神社
全国に鎮座する宮地嶽神社の総本宮です。国内外から多くの
観光客が訪れています。

階段上から見る参道の
一本道は、光の道の時
期でなくても見応え十
分！（40代）

年間通して四季の花が
ありどの季節もきれい
で見どころがあります。
（40代）

カ
テ
ゴ
リ
ー

公
共
施
設

カ
テ
ゴ
リ
ー

なまずの郷
なまずを祭る神社として知
られる大森宮そばの公園。
本格スポーツ施設が充実し
ているほか、市民の憩いの
場として四季を通してにぎ
わっています。

美しい海岸
全長約 22km にわたる海
岸。地元住民や事業者、
多くのボランティアの皆さん
が力を合わせて清掃を行
い、美しい海岸が保たれて
います。

かがみの海
干潮時に砂浜が鏡のように 
空を反射して神秘的な光景
があらわれます。SNS 映
えスポットとして全国か
ら注目を集めています。

毎日、天候によって海の
色や波の高さに変化があ
り、見るたびに幸せな気
持ちになります。（60代）

歴史も学べる展示やカ
フェもあり利便性が高
い施設です。（20代） 5 位）

ほたるの里
4位）
津屋崎千軒の街並み

5位）
ふくとぴあ

4位）
津屋崎千軒民俗館 藍の家

　
広
報
ふ
く
つ
に

て
令
和
６
年
12

月
か
ら
令
和
７

年
２
月
ま
で
「
わ

た
し
た
ち
が
選
ぶ

福
津
」
の
W
E
B

投
票
を
開
催
。

１
８
２
件
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

市
民
投
票

結
果
発
表

幼
児
・
小
学
生

か
ら
80
代
ま
で
各

世
代
か
ら
応
募
い

た
だ
き
、そ
れ
ぞ

れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

ご
と
の
投
票
と
合

わ
せ
て
、
選
ん
だ

理
由
の
口
コ
ミ
に

は
、
福
津
市
を

想
う
さ
ま
ざ
ま

な
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

カメリアステージ

福津市立図書館
約 18 万点の蔵書数を誇る図書館。市民 1 人
当たりの貸出資料数や蔵書の回転率は、県内
トップクラスの 水準にあります。

文化会館・図書歴史資料館からなる複
合施設です。506 席を有する本格的な
ホールと生涯学習センターがあります。

福
津

市
民
投
票

未来につなぐ

2
市民投票
FUKUT SU

2
市民投票
FUKUT SU

3
市民投票
FUKUT SU

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、

ま
れ
に
見
る
人
口
増
加
の
ま

ち
福
津
市
は
、
ま
も
な
く
人

口
７
万
人
！

69,280人

36,475人

男女別
人口

人口

福
津
市
の
海
岸
は
水
質
が
良

く
、
毎
年
多
く
の
海
水
浴
客

が
訪
れ
ま
す
。
福
間
・
宮
司

浜
・
津
屋
崎
の
海
水
浴
場
は

水
質
A
A
、
白
石
浜
は
水
質

A
。
水
の
汚
染
度
を
表
す
指

標
「
C
O
D
」
は
全
て
の
浜

で
全
国
平
均
（
1
.
7
）
よ

り
も
水
質
が
良
い
で
す
。

海岸 数
字
で
見
る

福
津
市

FUKUTSU　DATA
50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

H17 H22 H27 R2 R7

56,502

59,154

66,346

69,280

56,120

（人）

市民の 口コミ市民の 口コミ

市民の 口コミ
市民の 口コミ

福津といえば
やっぱり海！カメリアカフェ

が人気！

音響が
素晴らしい 白砂青松が

美しい！

新しい福津の
魅力！

生き物や自然
がいっぱい

ドラマの撮影地にもなった！

遊具が

たくさん！

多世代で
利用できる

市民投票

自然・景観部門

FUKUT SU

1

市民投票

公共施設部門

FUKUT SU

1

3
市民投票
FUKUT SU

福津市スポーツ

のメッカ！
ランニングコースの

設計が良い

福津市の
シンボル！

パワーを
もらえる！

蔵書が豊富

で充実！

楽しい遊具が充実してい
て、駐車場や木陰のス
ペースが広くてとても利
用しやすい公園！（40代）

散歩コースに良く、藤の
季節は花と池の鯉を見な
がらお弁当を広げるのが
楽しみ。　　　　（60代）

市民の 口コミ 市民の 口コミ

RANKING
人のあたたかさ

が伝わる

神秘的な光の道！

女性

32,805人
男性

30,744
世帯

20年で
18％増

世帯数

2025年

女性の
割合高

FUKUTSU
福   間
COD1.4
水質 AA

宮地浜
COD1.3
水質 AA

白石浜
COD1.4
水質 A

COD（mg/l) とは？
「COD」とは、化学的酸素要求量のことで、水の汚
染度を表す指標です。数値が低いほど水質が良い
とされ、全国平均は 1.7 となっています。出典：環境省（令和 6年）

津屋崎
COD1.2
水質 AA
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福
津
名
物

カ
テ
ゴ
リ
ー

住
み
よ
さ

カ
テ
ゴ
リ
ー

松ヶ枝餅
商売繁盛・開運で知られる宮地
嶽神社の門前町で一番人気の伝
統的なお土産です。

鯛茶づけ
地元産の新鮮な真鯛をぜいたくに
使った鯛茶づけは、今や福津市の名
物。鯛茶づけフェアでは市内約 20
件の店舗が鯛茶づけを提供します。

5 位）
商売繁盛 福珠のモマ

4位）
津屋崎人形

RANKING

海が見える生活空間、
自然環境の良さ
美しい海の見える暮らしは、多くの移住者の
心をつかみ、また市民にとっても自然に包ま
れた都市の姿は大きな誇りとなっています。

交通の便が良い
JR 鹿児島本線 「福間駅」 「東福間駅」
をはじめ、市内では西鉄バス、JR 九
州バス、ふくつミニバスなどが利用
できます。 

特急も停車して、博多
とも北九州とも近く交
通の利便性に満足して
います！（50代）

商業施設が
充実している
大型商業施設の開業で、生活
の利便性が充実しているほか、
海辺にはカフェや飲食店など
でにぎわいをみせています。

直売所
ふれあい広場ふくま
あんずの里市
お魚センターうみがめ
市内 3 カ所の直売所で、新鮮な魚介、旬
の野菜や果物、季節の花々などのお買い物
を楽しめます。旬に合わせたイベントも目
白押しで、多くの人で賑わっています。

福津市

北九州市

福岡市

JR「小倉駅」
快速

約 45分

JR「博多駅」
快速
約 25分

表はカリッと、中はモチ
モチであんこが美味しい。
ぜひ関西の友達にも食べ
させてあげたい！（60 代）

市外のかたに「福津で
何を食べたらいい？」
と尋ねられたら必ず勧
めています。（20代）

2
市民投票
FUKUT SU

3
市民投票
FUKUT SU

2
市民投票
FUKUT SU

3
市民投票
FUKUT SU

福
津
市
は
、
福
岡
市
や
北
九

州
市
へ
の
通
勤
・
通
学
な
ど

交
通
の
利
便
性
が
高
い
ま
ち

で
す
。
市
内
の
公
共
交
通
は
、

J
R
、
ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス
、
西

鉄
バ
ス
、
J
R
九
州
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交通

FUKUTSU　DATA

市民の 口コミ

市民の 口コミ

市民の 口コミ

福津の鯛は有名！

美味しくて
縁起が良い

唯一無二の
可愛さ！ ユニークな表

情
謎

の魅
力

新鮮で美味しく

安い！

福岡市中心部まで1時間

映画や食事も楽しめる！

通勤・通学

しやすい！

ほどよく

田舎で都会

福津市の豊かな海を感
じる。あのゴマの風味
の甘い醤油ダレが美味
しいです。（40代）

市民投票

福津名物部門

FUKUT SU

1

市民の 口コミ

とにかく鯛が

うまい！
鯛茶づけフェア

が楽しみ！

海が見える暮らしはまるで
リゾート。家の近くにこん
なところがあるのはぜいた
くだと思います。（50代）

海も山も近く四季を身
近に感じることができ
る自然環境が良いと思
う。（40代）

市民投票

住みよさ部門

FUKUT SU

1
市民の 口コミ市民の 口コミ

海が好きで

引っ越してきた
自然と街が

近い！

7園7校

12園3校

2校

2カ所

ボランティア
登録団体数

福祉くらし

17団体26団体
教育文化

26団体20団体 151カ所

子
育
て
世
代
の
転
入
が
多
い

福
津
市
は
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
の
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生活

積
極
的
な
市
民
参
画
が
自
慢

の
福
津
市
。
ま
ち
づ
く
り
は

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

人材
TAXImini-busbus

JR

JR 駅別乗車人数（2023年度）

JR福間駅

8,549人／日
JR東福間駅

2,376人／日
出典：九州旅客鉄道株式会社

九州で
17位

JR 主要駅への
移動時間

高等学校数

図書館数 中学校数 保育園数 公園数

小学校数 幼稚園・認定こども園数

4 位）
おいしい地元食材

5位）
人のつながりが深い

地元の食材が美味しい！

あいさつや見守り

のあるまち！
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M�sage

福 井 崇 郎
福 津 市 長

福
津
の
未
来
を

皆
さ
ま
と
と
も
に

市制 20 周年記念誌の

発刊にあたって

福 津 市 誕 生 と と も に 産 声 を あ げ 、

ハ タ チ に な っ た 新 成 人 か ら 未 来 へ の メ ッ セ ー ジ

ハタチの 福 津 市
- y e a r s  o l d  F u k u t s u  C i t y20　

色
濃
い
歴
史
・
文
化
に
彩
ら
れ
、
風
光
明

媚
で
あ
り
な
が
ら
都
市
機
能
も
併
せ
持
っ
た

住
み
よ
い
ま
ち
で
あ
る
福
津
市
は
、
令
和
７

年
１
月
２４
日
に
市
制
施
行
２０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
少
子
高
齢
化
や
不
況
、
地
方
分

権
社
会
の
到
来
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
な
が
ら
も
、
今
日
、
未
来
に
向
か
って
発

展
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
数
々
の
困
難
と
試
練
に
打
ち
克
ち
、

本
市
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
先
人
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
時
の
流
れ
と
と
も
に
ま
ち
は
発
展
し
、
若

い
世
代
を
中
心
に
人
口
増
加
が
進
ん
で
き
ま

し
た
が
、
変
わ
り
ゆ
く
街
並
み
に
寂
し
さ
を

覚
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ち
に
暮
ら
す
一
人
一
人
が
地
域
に
愛
着
を
持

ち
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
「
ふ
る
さ
と
」
を

共
に
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
発
展
と
と
も
に

守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
福
津
市
の
財
産
で
あ
り
、
先
人

の
皆
さ
ま
が
築
き
、
守
り
続
け
て
き
た
「
豊

か
な
自
然
」
や
「
伝
統
文
化
」、
そ
し
て
、
こ

の
ま
ち
に
暮
ら
す
「
人
々
の
想
い
」
で
す
。
目

に
見
え
る
形
あ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
長
い

年
月
を
か
け
て
紡
が
れ
て
き
た
人
々
の「
想
い
」

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
受

け
継
ぎ
、
守
り
、
育
て
な
が
ら
後
世
へ
と
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
福
津
市
市
制
２０
周
年
記
念
誌
に
は
、

福
津
市
に
暮
ら
す
た
く
さ
ん
の
人
々
が
登
場

し
、
そ
の
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
念

誌
が
、
福
津
市
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未

来
へ
と
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
福
津
市
へ
の
郷
土
愛
を
深
め
、

誇
り
を
高
め
て
い
た
だ
く
一
助
に
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
って
い
ま
す
。

3031 幸福のバトン _Fukutsu City 20th.



well-bein
g

のその先へー

epilogue

私
の
幸
せ

あ
な
た
の
幸
せ

そ
の
幸
せ
の
か
た
ち
は
違
っ
て
も

こ
の
ま
ち
で
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い

そ
う
願
う
気
持
ち
は
き
っ
と
近
し
い

 

こ
の
美
し
い
夕
日
と
波
の
音
に
包
ま
れ
て

力
強
い
光
を
浴
び
な
が
ら

私
た
ち
は
や
が
て
大
人
に
な
る

 

そ
し
て

こ
の
ま
ち
で
誰
か
に
も
ら
っ
た
優
し
さ
を

次
の
世
代
に
渡
し
て
生
き
て
い
く

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
そ
の
先
へ

私
た
ち
は
時
に
こ
う
し
て
振
り
返
り

こ
の
ま
ち
で
生
き
た

多
く
の
人
た
ち
の
心
と
と
も
に

こ
れ
か
ら
も
幸
せ
を
越
え
て
ゆ
く

光
の
先
に
あ
る
未
来
が

美
し
い
福
津
市
で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
に

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
そ
の
先
へ

編集後記

　福津市が誕生して 20 年。これまで
の歩みを記録するとともに、人々の「想
い」が詰まった活動・取り組みなどを
これから 10 年、20 年先の未来につ
ないでいきたいという思いで、この記
念誌の制作に取り組んできました。
　福津市の人口は今も増え続け、間
もなく 7 万人に到達しようとしていま
すが、時の流れとともに人もまちも変
わってきました。世界遺産のあるまち、
国の重要文化財があるまち、景色が
美しいまち…。福津市になるずっと前
からここにあった価値を「守り、保存
しようとする人」「魅力を発見しようと
する人」、他にもさまざまな「人」が
関わり、つないで来たことで今の福津
市があります。
　そんな「人」がたくさん登場する記
念誌にしたいなと、事前準備を含め
て１年以上の時間をかけてきた甲斐
あって、ほぼ全てのページに「人」
が登場してくれました。改めて思い返
してみると、中には「今から取材に行っ
てもいいですか」と即日訪問したり「こ
んなポーズをしてもらえませんか」と
無茶なお願いをしたりしましたが、皆
さん嫌な顔一つせず取材に応じてくれ
ました。
　福津市で出会った人、応援してくれ
る人、支えてくれる人、その「つながり」
があったおかげで完成した記念誌で
す。登場してくれた皆さん、取材・編
集に協力してくれた皆さん、本当にあ
りがとうございました。読者でもある
皆さんが改めて「福津っていい所だ
な」と思ってくれたらうれしいです。

than�
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